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The 66th Annual Meeting of the Japanese Society for Surgery of Hand

整形外科医全般を対象とした橈骨遠位端骨折に対するプレート固定術のスキルアップを目的としたハンズオン
セミナーです。120分の枠になりますので、前半45分は講義を行い橈骨遠位端骨折に対するプレート固定に対す
るmanagementのコツや掌側ロッキン グプレートの選択（近位設置型、遠位設置型、rim plate）の選択基準を
安全性に留意した観点で解説します。 後半は3～4名が1グループとなって、骨折型ボーンモデルに対して3種類の
ロッキングプレート（近位設置型、遠位設置型、rim plate）を用いた模擬手術を、整復方法からプレート設置のコ
ツやピット フォールなどを講師と交流しながら実践していただきます。

セミナー内容

■ 45分間：講義 「橈骨遠位端骨折に対するプレート固定術の実際」 
■ 75分間：1テーブル3～4名に分かれてハンズオンを実施します。 
　 ※講師2名が各テーブルを回り質疑応答の対応をいたします。

プログラム

QRコードの申込受付入力フォームよりお申込みください。

申込方法


